
11
月
３
日
（
火
）
、
航

空
自
衛
隊
入
間
基
地
で

「
第
41
回
入
間
航
空
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

基
地
内
に
は
全
国
各
地

で
実
際
の
訓
練
で
使
用
さ

れ
て
い
る
、
Ｆ
15
型
戦
闘

機
や
、
地
上
配
備
型
迎
撃

ミ
サ
イ
ル
「
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
」

な
ど
22
種
類
が
展
示
さ
れ
、

普
段
は
目
に
す
る
こ
と
の

出
来
な
い
飛
行
機
を
一
目

見
よ
う
と
展
示
機
の
前
に

は
、
大
き
な
人
だ
か
り
が

で
き
、
大
人
か
ら
子
供
ま

で
夢
中
に
な
っ
て
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｙ
Ｓ
‐
11
と
Ｕ
１

２
５
Ａ
飛
行
点
検
機
に
よ

る
展
示
飛
行
、
Ｔ
‐
４
、

５
機
に
よ
る
編
隊
展
示
飛

行
、
Ｖ
‐
１
０
７
Ａ
、
Ｕ

Ｈ
‐
60
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

と
Ｃ
Ｈ
‐
47
Ｊ
輸
送
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
、
Ｕ
‐
１
２
５

Ａ
救
難
捜
索
機
に
よ
る
救

難
救
助
を
想
定
し
た
活
動

が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

空
自
浜
松
基
地
に
配
備
さ

れ
て
い
た
Ｖ
‐
１
０
７
Ａ

救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
最

終
飛
行
セ
レ
モ
ニ
ー
も
行

わ
れ
、
機
長
に
花
束
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

飛
行
展
示
で
は
、
全
て

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
出
身
地

や
名
前
が
紹
介
さ
れ
、
埼

玉
県
内
、
狭
山
市
、
飯
能

市
な
ど
の
出
身
者
も
多
数

有
り
地
元
の
観
客
は
、
親

近
感
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

１
時
15
分
、
６
機
の
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
が
空
中

で
息
の
合
っ
た
数
々
の
ア

ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
演
目

を
披
露
す
る
と
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
歓
声
が
湧
き

起
こ
り
多
く
の
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。
中
で
も
ス

モ
ー
ク
で
ハ
ー
ト
の
形
を

描
く
演
目
バ
ー
テ
ィ
カ
ル

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
の
時
に
は
、

ハ
ー
ト
の
中
心
を
ス
モ
ー

ク
の
矢
が
貫
い
た
瞬
間
に

大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

そ
の
他
に
も
上
空
か
ら
真

下
に
向
か
っ
て
編
隊
を
大

き
く
開
く
レ
イ
ン
フ
ォ
ー

ル
や
、
２
機
で
機
体
を
回

転
さ
せ
な
が
ら
飛
び
回
る

コ
ー
ク
・
ス
ク
リ
ュ
ー
等

全
28
の
演
目
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

午
前
中
に
は
、
ミ
ス
航

空
祭
の
パ
レ
ー
ド
や
航
空

自
衛
隊
中
央
音
楽
隊
の
演

奏
会
等
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
22
万
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

10
月
20
日
～
24
日
、
市

民
会
館
で
「
創
立
30
周
年

記
念

狭
山
市
民
美
術
協

会
展
＆
生
涯
学
習
展
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
会
は
、
昭
和
54
年
、

狭
山
市
民
が
誰
で
も
ジ
ャ

ン
ル
・
材
料
を
問
わ
ず
制

作
し
、
気
軽
に
発
表
で
き

る
よ
う
な
会
を
つ
く
り
た

い
と
願
い
、
初
代
会
長
の

新

次
郎
氏
の
呼
び
か
け

で
設
立
し
ま
し
た
。

現
在
会
員
は
76
名
、
狭
山

市
の
各
文
化
団
体
と
も
協

力
し
な
が
ら
設
立
時
の
趣

旨
に
基
づ
い
て
活
動
し
て

お
り
、
こ
の
展
示
会
は
、

年
１
回
、
会
員
及
び
一
般

市
民
参
加
の
も
と
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

作
品
は
、
絵
画
31
点
、

切
り
絵
６
点

写
真
８
点
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
11
点
、

手
芸
４
点
、
書
道
21
点
、

篆
刻
工
芸
53
点
、
団
体
展

示
と
し
て
こ
ぶ
し
福
祉
会

の
作
品
４
点
、
歴
代
役
員

作
品
８
点
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
市
長
賞
が
設
け
ら

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、

初
日
に
審
査
が
行
わ
れ
、

そ
の
他
、
奨
励
賞
な
ど
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

絵
画
も
油
絵
、
水
彩
画
、

日
本
画
、
和
紙
絵
画
な
ど

作
品
の
幅
も
広
く
、
工
芸

も
、
陶
芸
、
く
る
み
絵
、

瓢
箪
な
ど
様
々
な
作
品
が

あ
り
、
な
か
で
も
木
を
焦

が
し
て
描
く
、
ウ
ッ
ド
バ
ー

ニ
ン
グ
と
い
う
手
法
で
描

か
れ
た
「
あ
り
し
日
の
古

里
」
は
注
目
を
集
め
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
が

初
の
展
示
と
な
る
パ
ソ
コ

ン
ア
ー
ト
も
工
夫
を
こ
ら

し
た
デ
ザ
イ
ン
の
色
鮮
や

か
な
作
品
が
並
び
ま
し
た
。

市
長
賞
の
「
春
を
待
つ
」

は
、
和
紙
絵
画
で
和
紙
で

表
現
さ
れ
た
猿
を
覆
う
雪

が
、
そ
の
情
景
を
ひ
き
た

て
て
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
見
応
え
の

あ
る
作
品
で
訪
れ
た
人
達

は
、
作
品
ひ
と
つ
ひ
と
つ

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

10
月
22
日
（
木
）
、
柏

原
河
川
敷
公
園
で
「
狭
山

市
シ
ニ
ア
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

同
大
会
の
主
催
は
狭
山

市
で
す
が
、
狭
山
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
が
運
営
を

受
託
、
市
内
在
住
の
概
ね

60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
参
加

者
相
互
の
交
流
を
図
り
、

心
身
の
健
康
増
進
と
生
き

が
い
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
、
今
年
で

９
回
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
日
行
わ
れ
た
の
は

５
種
目
で
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ペ
タ
ン
ク
は
柏
原
河
川
敷

公
園
で
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

は
近
く
に
あ
る
パ
タ
ー
ゴ

ル
フ
コ
ー
ス
で
、
ま
た
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
新
狭
山
グ

ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル
と
そ
れ
ぞ

れ
が
各
会
場
に
わ
か
れ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

狭
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
会
員
と
一
般
参
加

者
の
併
せ
て
お
よ
そ
５
０

０
人
が
参
加
し
、
秋
晴
れ

の
も
と
参
加
者
は
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。
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第
41
回

入
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空
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11
月
１
日
（
日
）
、
県
営
狭
山

稲
荷
山
公
園
で
「
第
20
回

さ
や

ま
大
茶
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
一
碗
か
ら
ふ
れ
あ
い
を
…
色
は

さ
み
ど
り

狭
山
に
生
ま
れ
た
抹

茶
と
玉
露
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
行

わ
れ
、
今
年
は
個
人
、
団
体
、
中

学
・
高
校
な
ど
13
席
が
参
加
し
ま

し
た
。

狭
山
茶
を
広
く
発
信
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
野
だ

て
に
よ
る
お
茶
席
と
あ
っ
て
毎
年

遠
方
か
ら
も
多
く
の

人
が
訪
れ
ま
す
。
今

年
は
昨
年
よ
り
多
く

約
９
５
０
０
人
が
来

場
し
ま
し
た
。

開
会
式
に
は
仲
川

狭
山
市
長
や
友
好
交

流
都
市
で
あ
る
新
潟

県
津
南
町
の
小
林
町

長
、
議
員
を
含
む
多

く
の
来
賓
が
参
列
し

ま
し
た
。

大
茶
会
で
は
狭
山
市
で
育
ま
れ
た
抹
茶

「
明
松
」
と
玉
露
「
伊
利
麻
路
」
が
使
用

さ
れ
ま
し
た
。
狭
山
抹
茶
「
明
松
」
は
、

市
内
の
茶
生
産
者
有
志
が
開
発
、
平
成
３

年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
平
成
18
年
か
ら
は

抹
茶
と
な
る
て
ん
茶
の
製
造
工
場
が
市
内

で
稼
動
し
、
一
段
と
質
の
向
上
が
図
ら
れ
、

茶
道
関
係
者
か
ら
の
評
価
も
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
茶
に
使
用
さ
れ
る
水
に
は
、

日
本
名
水
百
選
の
一
つ
、
新
潟
県
津
南
町

の
名
水
「
竜
ヶ
窪
の
水
」
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
各
流
派
は
そ
れ
ぞ
れ

趣
向
を
凝
ら
し
て
お
客
様
を

も
て
な
し
ま
し
た
。

来
場
者
は
生
け
花
や
菓
子
、

作
法
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
、
茶
の
香
り
と
味

を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
他
、

手
揉
み
茶
の
実
演
、
津
南
町

物
産
展
、
俳
句
の
作
品
展
示
、

邦
楽
の
演
奏
な
ど
多
く
の
催

し
が
あ
り
ま
し
た
。

第２０回 さやま大茶 会

10
月
31
日
（
土
）
、
柏

原
中
学
校
で
バ
ザ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

同
中
学
校
で
毎
年
開
催

さ
れ
て
お
り
、
学
校
だ
け

で
な
く
地
域
住
民
が
多
数

協
力
し
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
「
地
域
の
中
の
学

校
」
を
体
現
す
る
取
り
組

み
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
度
よ
り

柏
原
小
学
校
と
柏
原
中
学

校
が
狭
山
市
よ
り
小
中
連

携
教
育
の
委
嘱
を
受
け
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
両
校

が
連
携
し
交
流
を
深
め
る

こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま

す
。当

日
は
開
場
30
分
前
か

ら
入
り
口
に
行
列
が
で
き
、

開
場
を
待
つ
人
々
の
た
め

に
同
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。バ

ザ
ー
で
は
主
に
日
曜

雑
貨
、
タ
オ
ル
、
シ
ー
ツ
、

毛
布
、
台
所
用
品
、
食
器
、

古
着
な
ど
が
販
売
さ
れ
、

そ
の
他
、
家
具
や
お
も
ち
ゃ

古
本
や
Ｃ
Ｄ
な
ど
様
々
な

物
が
販
売
さ
れ
、
屋
外
の

駐
車
場
に
設
け
ら
れ
た
模

擬
店
会
場
は
、
買
い
物
を

終
え
た
来
場
者
達
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

ま
た
、
包
丁
研
ぎ
や
お

菓
子
す
く
い
の
他
、
海
外

の
子
ど
も
た
ち
に
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
を
提
供
す
る
「

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
」
に

協
力
す
る
た
め
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
バ
ザ
ー
の
収
益
は
、

両
校
の
楽
器
の
購
入
費
や

部
活
動
の
活
動
費
な
ど
に

使
用
さ
れ
る
な
ど
児
童
生

徒
に
還
元
さ
れ
る
予
定
で

す
。

柏
原
中
学
校

バ
ザ
ー
開
催

創
立
30
周
年
記
念

狭
山
市
民
美
術
協
会
展
＆
生
涯
学
習
展

狭
山
市
シ
ニ
ア
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
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